
 

 

 

 

高圧リアクトル 

Ｌ―１３Kシリーズ 

取扱説明書 

［第２版］ 

 

 

ご使用前に取扱説明書をよくお読みいただき，

ご理解された上で正しくお使い下さい。 

又，ご使用時にすぐにご覧になれる所に，大切

に保存して下さい。 
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安全にご使用いただくために 

安全にご使用して頂く為、試験装置を使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 

仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 

試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 

詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 

 

人体保護における注意事項 

感電について   

人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接続する場合は、 

必ず無電圧状態を確認して接続して下さい。 

電気的な過負荷 

  感電または、発火の恐れがありますので、入力回路には指定された範囲外の電圧を 

加えないで下さい。 

パネルの取り外し 

  試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますので、パネルを取り外さな 

いで下さい。 

機器が濡れた状態 

  感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで下さい。 

ガス中での使用         

発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用しないで下さい。 

 

機器保護における注意事項 

電  源                 

指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 

電気的な過負荷 

  測定入力には指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 

振 動 

  機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないで下さい。 

環 境                 

直射日光や高温多湿、結露するような環境下での使用、保存はしないで下さい。 

防水、防塵 

  本器は防水、防塵となっていません。ほこりの多い場所や、水のかかる場所での 

使用、保存はしないで下さい。 

故障と思われる場合 

    故障と思われる場合は、（株）双興電機製作所または、販売店までご連絡下さい。 
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警告 

この製品は、高圧電力設備の試験、点検をするための機器で、一般ユーザーを対象と 

した試験装置ではありません。電力設備の点検、保守業務に携わる知識を十分にもっ 

た方が操作を行う事を前提に設計されています。 

その為、作業性、操作性を優先されている部分がありますので、感電事故等が無いよ 

うに、十分に安全性に配慮して下さい。 

免責事項 

◎本製品は、高圧電力設備の試験、点検をする装置です。試験装置の取扱いに関係する 

専門的電気知識を及び技能を持たない作業者の誤操作による感電事故、被試験物の 

破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本装置に関連する作業、操作を行う方は、 

労働安全衛生法 第六章 労働者の就業に当たっての措置 

安全衛生教育 第五十九条、第六十条、第六十条の二 

 に定められた安全衛生教育を実施して下さい。 

◎本製品は、高圧電力設備の試験、点検をする装置で、高圧電力設備全体の電気特性を 

改善したり劣化を抑える装置ではありません。被試験物に万一発生した各種の事故 

（電気的破壊、物理的破壊、人身、火災、災害、環境破壊）などによる損害について 

は弊社では一切責任を負いかねます。 

◎本製品の操作によって発生した事故での怪我、損害について弊社は一切責任を負いま 

せん。また、操作による設備、建物等の損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品の使用、使用不能によって生ずる業務上の損害に関して、弊社は一切責任を負 

いません。 

◎本製品の点検、整備の不備による動作不具合及び、取扱説明書以外の使い方によって 

 生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品に接続する測定器等による誤動作及び、測定器の破損に関して、弊社は一切責 

任を負いません。 



4 

 

１． 仕様 

 

Ｌ－１３Ｋ７.５、１０、１5、２０、３０ 

 

（１）入力電圧 AC１０．３５ｋＶ 

 

（２）定格電流(容量) Ｌ－１３Ｋ７.５   ７５mA （０．７８ｋＶＡ） ３０分定格 

Ｌ－１３Ｋ１０   １００ｍＡ （１．０４ｋＶＡ） ３０分定格 

Ｌ－１３Ｋ１５   １５０ｍＡ （１．５５ｋＶＡ） ３０分定格 

Ｌ－１３Ｋ２０   ２００ｍＡ （２．０７ｋＶＡ） ３０分定格 

Ｌ－１３Ｋ３０   ３００ｍＡ （３．１１ｋＶＡ） ３０分定格 

 

（３）周波数  ５０／６０Ｈｚ 指定 

 

（４）外形寸法 ２００（Ｄ）×２００（Ｗ）×３４０（Ｈ） 

（カバー含む，突起物除く） 

 

（５）重量  約 １７ｋｇ 

 

（６）油量  約 ５ℓ 

 

（７）使用環境  

温度範囲 ：０～４０℃ 

湿度範囲 ：８5％以下（ただし、結露しない事） 

 

（８）付属品 

取扱説明書  …………………………………………………………………１部 

短絡バー  ……………………………………………………………………１個 

１５ｋＶネオンコード ５０ｃｍ ………………………………………１本 
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Ｌ－１３Ｋ５０ 

 

（１）入力電圧 AC１０．３５ｋＶ 

 

（２）定格電流(容量) ５００ｍＡ  （５．１８ｋＶＡ） ３０分定格 

（３００ｍA ＋ ２００ｍA） 

 

（３）周波数  ５０／６０Ｈｚ 指定 

 

（４）外形寸法 ２００（Ｄ）×３７０（Ｗ）×３９５（Ｈ） 

（カバー含む，突起物除く） 

 

（５）重量  約 ３０ｋｇ 

 

（６）油量  約 １０ℓ 

 

（７）使用環境  

温度範囲 ０～４０℃ 

湿度範囲 ８5％以下（ただし、結露しない事） 

 

（８）付属品 

取扱説明書  …………………………………………………………………１部 

短絡バー  ……………………………………………………………………１個 

１５ｋＶネオンコード ５０ｃｍ ………………………………………２本 
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２． リアクトルの動作原理・目的 

１． 目的 

交流耐圧試験を実施する際の問題として、長いケーブルなどの試験では、大きな充電電流

が流れる為、大容量のトランスと電源が必要になり、この問題を解決する為に、リアクトル

が用いられます。 

 

２． 動作原理 

図 1に高圧リアクトルを接続した場合の試験回路を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 

 

被試験物は一般的に容量性負荷とみなされます。理解を容易にするために 

被試験物を理想的な容量性負荷とみなし、高圧リアクトルも同時に理想的なリアクトルと

します。 

高圧出力電圧V
．
2を基準とした各電流のベクトル図は図２の様になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

 

出力電圧に対して、被試験物は進みの電流Ｉ
．

3 リアクトルは遅れの電流Ｉ
．
４が流れ 

トランス電流Ｉ
．

2はＩ
．

3とＩ
．

4の差の絶対値となります。 

Ｉ
．

2＝ Ｉ
．

3－Ｉ
．

4 
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このＩ
．

2 の値はリアクトルを使用しない場合の被試験物に流れるＩ
．

3 と比較すると明らか

に小さく、この電流に比例してトランスの一次電流も流れる為、リアクトルを使用すると 

トランスと電源の容量を共に小さくする事が可能になります。 

 

※理想的なリアクトルであれば、並列接続する事によって、どれだけでも容量を増やす事

が出来ますが、実際はリアクトル容量の１割程度は損失がありますので、並列接続の際は

ご注意下さい。 

※図２からも分かる様に、容量性負荷よりも著しく大きなリアクトルを接続された場合、

リアクトルの負荷自体が大きくなり、逆に電源の容量が増える結果となります。くれぐれ

も接続される容量にはご注意下さい。 
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３． 各部名称 

Ｌ－１３Ｋ７．５、１０、１５、２０、３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．コネクタ 

 保護継電器試験装置・耐圧試験装置との接続コネクタ 

２．電流計測端子（Ｌ端子） 

 高圧リアクトルの低圧側端子です。 

 リアクトル電流を計測する場合は、電流計を接続します。 

 電流を計測しない場合は、Ｌ端子とＥ端子を短絡します。 

３．アース端子 

 本体のケースアースです。 

 電流計を使用しない場合は、低圧側端子（Ｌ端子）と本端子を短絡します。 

 ※なお、耐圧試験装置を使用する場合は、電流計が接続されますので短絡は行いません。 

４．封印栓 

 タンク内の油膨張による空気抜きです。定格容量に近い試験を数回行った場合や、夏場など

気温が高い時などにナットを緩めて下さい。（締め忘れに注意） 

５．高圧入力端子（１０．３５ｋＶ） 

 高圧リアクトルの電圧入力端子です。最大１０．３５ｋＶ印加できます。 
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Ｌ－１３Ｋ５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．コネクタ 

 保護継電器試験装置・耐圧試験装置との接続コネクタ 

２．電流計測端子（Ｌ端子） 

 高圧リアクトルの低圧側端子です。 

 リアクトル電流を計測する場合は、電流計を接続します。 

 電流を計測しない場合は、Ｌ端子とＥ端子を短絡します。 

３．アース端子 

 本体のケースアースです。 

 電流計を使用しない場合は、低圧側端子（Ｌ端子）と本端子を短絡します。 

 ※なお、耐圧試験装置を使用する場合は、電流計が接続されますので短絡は行いません。 

４．封印栓 

 タンク内の油膨張による空気抜きです。定格容量に近い試験を数回行った場合や、夏場など

気温が高い時などにナットを緩めて下さい。（締め忘れに注意） 

５．高圧入力端子（１０．３５ｋＶ） 

 高圧リアクトルの電圧入力端子です。最大１０．３５ｋＶ印加できます。 
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４． 回路図 

Ｌ－１３Ｋ７.５、１０、１5、２０、３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１：１次電流    Ａ２：充電電流    Ａ３：トランス電流    Ａ４：リアクトル電流 

 

Ｌ－１３Ｋ５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１：１次電流    Ａ２：充電電流    Ａ３：トランス電流    Ａ４：リアクトル電流 
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５． 接続方法 

5－１：多機能型試験装置と耐圧トランスとの接続方法 

 

Ｌ－１３Ｋ７.５、１０、１5、２０、３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ－１３Ｋ５０ 
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５－２：ＯＣＲ－５０ＣＫとＴＶＤ－１０００Ｋとの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 高圧リアクトルを複数台使用する場合の接続方法 
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5－３：ＴＴ－１３ＫシリーズとＴ－１３Ｋシリーズとの接続方法 
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5－４：ＲＴ２０ＫⅡとＴ－１３Ｋ２０Ｋとの接続方法  
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７． 外形図 

 

Ｌ－１３Ｋ７.５、１０、１5、２０、３０ 
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Ｌ－１３Ｋ５０ 
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８． 注意事項 

（１） 耐圧トランスのアース端子は、第Ａ種程度の接地極と接続して下さい。 

 

（２） 高圧リアクトルの定格電流を超えないように注意して下さい。 

“３０分定格”ですので、１０．３５ｋＶの電圧で３０分連続で流した場合は、本体が常

温に下がるまで、試験を休止して下さい。 

 

（３） 高圧リアクトルは使用時に多少のうなり音と振動が発生します。 

コンクリートなどの固い地面の上に置いて使用されると、振動により大きな音がする場合

があります。この様な場合にはゴムマット等を敷き、その上に置いて使用してください。 

 

（４） 高圧リアクトルのＬ－Ｅ端子間に接続してある短絡バーは外して使用して下さい。 

接続されたままですと、試験装置の２次電流計が正確に指示しません。 


